
研究発表校等
園・学校・機関 発　表　テ　ー　マ 時間

徳島県教育委員会 「徳島サマースクール by HLAB」参加高校生による体験 全体
発表徳島県教育委員会 あわっ子文化大使の1年～あわっ子文化大使の誕生と活躍～

美馬市立脇町中学校 脇町中学校にファシリテーションがやって来た!
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徳島市佐古小学校 無理なくできるNIEの取り組み～2012年度の実践を中心に～
板野町教育委員会 土曜授業をとおして、確かな学力等を目指して
三好市立東祖谷小中学校 ふるさと東祖谷で学びあいたくましく自立する子どもの育成
美馬市立江原北小学校 地域再発見プロジェクト～地域とともにあゆむ江北っ子～
藍住町立藍住南小学校 読書への興味関心を高め、読書習慣をつけさせるための取り組み
阿波市立土成中学校 道徳的価値に照らし、自らよりよい生き方を求める生徒の育成
阿南市立加茂谷中学校 キャリア教育の視点を生かした生徒会活動の展開
徳島市福島小学校 コミュニケーション能力の素地を養う外国語活動－｢たのしむ｣｢かかわる｣｢つながる｣活動を通して－
徳島県立城ノ内中学校
徳島県立川島中学校 海外での体験的な学びにより中学生の国際感覚を育成する取組
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神山町神山中学校 伝統の学校行事「立志式」を通して
徳島市立津田幼稚園 たくましく健やかな心と体を育むための環境や援助のあり方
阿南市立阿南第二中学校 「学力向上のための三本の矢」
徳島県立阿南工業高等学校 進路実現に向けた基礎学力の定着とものづくりを通しての地域貢献
徳島県立名西高等学校 音楽・美術・書道の融合による芸術文化の発信～郷土・地域へのつながりを求めて～
徳島県立徳島商業高等学校 カンボジアの明日を描こう～国境を越えた商品開発～
阿南市立椿町中学校 地域に分散している複数小学校と中学校との小中一貫教育
徳島県立城東高等学校 スーパーグローバルハイスクール　本校の取り組みについて
徳島県立徳島科学技術高等学校 スーパーサイエンスハイスクール（SSH）の取組
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徳島県立つるぎ高等学校 「商工連携!まちづくりプロジェクト」 美馬から世界のつるぎへ
阿波市立久勝小学校 豊かな心を育てる学校活動～特色ある活動を通して～
東みよし町教育委員会 相互の理解と交流を中核とし、地域とともにある幼小中の連携
徳島県立吉野川高等学校 スクールカフェを起点とした地域活性化の取り組み
三好市立川崎小学校 「継続」が育てる力～「朝の活動」の取組を通して～
徳島県立阿波高等学校 総合的な学習の時間を中心としたキャリア教育の実践について
鳴門市林崎小学校 豊かな国際感覚とコミュニケーション能力を育成する外国語教育
徳島県立総合教育センター
特別支援・相談課

発達障がい｢まなびのわ｣
～発達障がいのある子どもに対する｢通常学級の集団の中｣でのソーシャルスキルの指導～

　これからの社会において必要となる「生きる力」を支える「確かな学力」、「豊かな心」、「健やかな体」の育成をテーマ
に、創意工夫を生かした特色ある教育活動を展開する学校・園がポスターセッションを行います。

  ■ 日　時　平成26年12月24日（水）午前10時30分から午後4時まで
  ■ 会　場　徳島県立総合教育センター（徳島県板野郡板野町犬伏字東谷1-7）
  ■ 日　程　

受付 開会
行事 全体発表 休憩 ポスター

セッション①
移動
フリートーク

ポスター
セッション②

移動
フリートーク

ポスター
セッション③

フリー
トーク

閉会
行事

10:00 10:30 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00

～広げよう徳島の教育　育てよう未来を切り拓いていく子どもたち～
あわ（OUR）教育発表会を開催しますあわ（OUR）教育発表会を開催します学ぼう

特色ある教育活動
共有しよう優れた教育実践

問い合わせ先 学校政策課 義務教育推進担当　TEL 088-621-3197

あわ（OUR）教育発表会を開催します
予防教育科学に基づく
「学校予防教育」の新展開
「子どもの読書活動」の
さらなる推進に向けて
みんなで創るユニバーサルミュージアム
学校におけるキャリア教育を支援します
風通しの良い職場環境を目指して
活用ください
徳島県奨学金貸与事業に関するお知らせ
教職員の学びをサポートします
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　人権教育課いじめ問題等対策室では、鳴門教育大学予防教育科学センターと連携
し、全ての子どもたちを対象に「自律性」と「対人関係性」の育成を目的として開発
されたプログラム「トップセルフ『いのちと友情』の学校予防教育」を活用した授業
実践研究を行っています。
　各学校の実態に応じて、「自己信頼心（自信）」「感情の理解と対処」「向社会性」「ソー
シャルスキル」、いずれかの育成を研究主題として設定し、授業を通じて子どもたち
の意識や行動、感情の変容を検証し、その成果や教育効果の普及を図ることで、い
じめをはじめとする問題行動の未然防止に資することを目指して取り組んでいます。
　昨年度に引き続き、藍住町･北島町･鳴門市･阿南市で取り組んだ9小学校からは、「ど
の子も生き生きとした表情や積極的に発表する姿が見られ、全員が安心して楽しく学ぶことができた。」「クラス全体で言
い争いが少なくなり、自分の気持ちを伝え合って解決する場面が増えてきた。」「学習意欲の向上や友達との積極的交流（声
かけ、助け合い、協同作業）等、教科学習にも波及効果が出ている。」等、学校生活全般における教育効果が報告され
ています。さらには、学力の向上に大きく寄与することも分かってきました。
　また、文部科学省ホームページに「いじめの問題に対する取組事例集」が掲載され、「特徴的なプログラム」として、予
防教育の実践事例が紹介されています。他県の取組も含め、参考にしていただき、いじめ等問題行動の未然防止・早期
解決に向けた日々の実践に役立ててください。　　

●文部科学省ホームページアドレス　http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/seitoshidou/1353423.htm

　徳島県教育委員会では、「子どもの読書活動の推進に関する法律」に基づき、平成21年度に「徳島県子どもの読書
活動推進計画（第二次推進計画)｣を策定し、「子どもの読書活動」の推進に関する施策に取り組んできました。
　昨年の5月に、国において、第三次「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」が策定されたことから、現
計画期間中の課題と成果を明らかにし、今後の施策の方向性と具体的な取組を示すものとして、本年10月に第三次
推進計画を策定し、県内の各学校や図書館等の関係機関に配布しております。
　第三次推進計画では、全ての子供が豊かな心をはぐくみ、生涯にわたり学ぶことのできる力を養い、家族・友人・社会・
世界とつながる読書活動を支援し、「子どもの読書活動」の意義や重要性について県民の理解・関心を高め、家庭・地域・
学校の連携のもと県民総ぐるみで、子どもが自主的に読書活動に取り組むことのできる環境を整備することを目指し
ております。
　各学校においても、「徳島県子どもの読書活動推進計画」に基づき、「子どもの読書活動」のさらなる推進に努めて
くださいますようお願いします。

問い合わせ先 人権教育課いじめ問題等対策室　TEL 088-621-3138

問い合わせ先 生涯学習政策課 社会教育担当　TEL 088-621-3148

予防教育科学に基づく「学校予防教育」の新展開予防教育科学に基づく「学校予防教育」の新展開 いじめ等問題行動の
予防に関する実践研究指定事業

「子どもの読書活動」のさらなる推進に向けて
～徳島県子どもの読書活動推進計画〔第三次〕を策定～

「徳島県子どもの読書活動推進計画」〔第三次推進計画〕の主な内容

●「子どもの読書活動」推進のための方策 
・家庭、地域、学校等における子供が読書に親しむ機会の提供と読書環境の充実
・図書館、学校、民間団体等の連携・協力体制の構築

●「子どもの読書活動」推進のための社会的気運の醸成
・「子どもの読書活動」推進のための情報収集と提供
・「子ども読書の日」や「こどもの読書週間」等への取組
・優れた取組の奨励、優良図書の普及

予防教育の授業の様子
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問い合わせ先 学校政策課　高校教育推進担当　TEL 088-621-3121

　学校でのキャリア教育の支援として、今年度も職業人・社会人による「講演・出前授業」を実施しています。
　平成26年11月21日（金）、「キャリア教育講演会」が徳島県立城ノ内中学校で行われました。
徳島県教育委員会　教育委員 坂口 裕昭 さんが1年生120名の生徒に対して「これからの社会で
生きていくために必要な力とは」と題して講演されました。
　坂口教育委員は、徳島インディゴソックスの球団代表でもあり、選手がひたむきに夢を追いか
けて努力する姿や苦労話を交えながら、これからの社会で生きていくために必要な力とは「人と
かかわり合うことができる力」であり、様々な価値観を持った人とかかわることができる力を身に付けるためには、学校
での勉強や他者とのコミュニケーションを大事にするとともに、何事にも努力することが大切であると話されました。
　今年度は、他にも小・中・高・特別支援学校36校での「講演・出前授業」が行われる予定です。

　企業・経済団体等による「講演･出前授業」や「インターンシップ等」の受入先企業の情報は、総合教育センターホーム
ページから閲覧できますので、御活用ください。

●あわ教育サポーター企業等データベースシステム　http://career-db.tokushima-ec.ed.jp/

学校におけるキャリア教育を支援します!

●今後の主な予定
平成27年1月23日（金） 徳島県立辻高等学校 講師　徳島銀行代表取締役会長　柿内 愼市　様
平成27年2月19日（木） 吉野川市立山川中学校 講師　日本銀行徳島事務所長　荒木 光二郎　様
平成27年2月25日（水） 徳島県立板野支援学校 講師　はーとふる川内（株） 代表取締役社長　西野 直樹　様

　県立近代美術館と県立博物館は「みんなで創るユニバーサルミュージアム」事業（＊）に取り
組んでいます。誰もが心地よく利用できるミュージアムを目指し、アクセスや展示のわかりや
すさを見直し、ミュージアムの楽しみ方がより多くの人に広まるよう工夫を進めています。
　これまで視覚障がい、聴覚障がい、外国人、就学前幼児、高齢者の５つのテーマに、学校
や有志のグループなど多くの方にワークショップ等に参加いただき、取り組んできました。
　例えば、徳島視覚支援学校・徳島聴覚支援学校の先生方、生徒の皆さんに協力いただき、
鑑賞補助ツールとしての触察図や、触る彫刻鑑賞や標本の観察、また手話通訳を介したギャ
ラリートークなどアイデアを出し合い、進めてきました。
　ここまでの活動を、より多くの人に知っていただけるよう、美術館では「アートでつながる
みんなで創るユニバーサルミュージアム発表会」を、平成27年2月10日（火）から22日（日）まで開催します。また、
博物館では2月11日（水・祝）に「博物館Vキング（ボランティア参加型イベント）」で成果を紹介します。

（＊文化庁　地域と共働した美術館・歴史博物館創造活動支援事業）

みんなで創るユニバーサルミュージアム
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　今年は、「風通しの良い職場環境」のために、「こんな教師を目指したい」「こんな仲間と頑張りたい」「こんな職場を作り
たい」等を表現したフレーズを募集しました。応募総数は、過去最高を今年も更新し、1,212点でした。皆さんの積極的
な御協力、ありがとうございました。
　入賞者・入賞作品は次のとおりです。それぞれのフレーズを各職場の「風通しの良い職場環境づくり」に御活用ください。

●教 育 長 賞 早川　和美　教頭（吉野川市立川田中小学校）
 「ありがとう  おつかれさま  さりげない一言に  心がはずむ」
●副教育長賞 新田　和子　養護教諭（徳島県立新野高等学校）
 「『うんうん』とうなずく仲間に癒やしあり」
●教育次長賞 大西　育郎　教頭（阿南市立岩脇小学校）
 「計画じっくり  決断すばやく  反省すっきり  いい上司」
●教育次長賞 阿部　　絢　教諭（徳島県立城西高等学校）
 「ほめられた！ いくつになっても  うれしいな」
●佳　　作（12点）紙面の都合で、名前のみの紹介といたします。（受付順）
　美馬　美奈　教諭（阿南市立阿南第一中学校） 新開　文子　教諭（徳島県立川島高等学校）

　近藤　奈都　教諭（徳島県立川島高等学校） 吉中　真洋　教諭（徳島県立鳴門渦潮高等学校・大津キャンパス）

　阿部　淳子　副課長（徳島県教育委員会教育総務課） 𠮷原　智映　教諭（上勝町上勝中学校）

　細谷ひとみ　教頭（勝浦町立横瀬小学校） 長江　優太　教諭（徳島県立板野支援学校）

　松村　　茂　校長（徳島県立城西高等学校） 喜馬　久典　統括指導主事（徳島県教育委員会特別支援教育課）

　伊藤　千代　教頭（徳島市城西中学校） 古谷なつみ　養護教諭（那賀町立相生小学校）

    
　●通報窓口：徳島県教育委員会コンプライアンス推進室
　●通 報 先：   封　書 〒770-8570　徳島市万代町１丁目１番地
 「徳島県教育委員会コンプライアンス推進室(公益通報)」宛　※「親展」と記載してください。
　　　　　　　  メール compliancesuishinshitsu@mt.tokushima-ec.ed.jp

あるいは、「徳島県教育委員会ホームページ」→「教職員の不正行為等通報窓口」からも入力で
きます。（「外部相談員」の通報窓口も設けています。）

☆なお、市町村立小・中・高等学校の教職員についての通報は、該当市町村教育委員会まで御連絡ください。

「理想の教師（職員）･上司（仲間）･職場（学校）」に関するフレーズ　優秀作品選定結果

『コンプライアンス研修のページ』の開設と活用促進

公益通報制度のお知らせ　『通報者の秘密を含め個人情報は保護されます。』

～風通しの良い職場環境を目指して～

「研修のページ」のトップページ

「知識」と「意識」のヴァージョンアップにぜひ、御活用ください！

総合教育センターのトップページからアクセスできる「コン
プライアンス研修のページ」を10月に開設しました。これま
でに発行した6冊の「研修ツール」を掲載しています。

※随時、更新を予定しています。時間があるときに、時々アクセスして
みてください。

受賞者の皆さん 10/31 表彰式にて
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●人権教育・啓発用パネル
　市町村で開催される人権フェスティバルや学校での行事等で活用していただけ
るよう、人権教育・啓発パネルを貸し出しています。パネルの貸し出しを希望さ
れる方は、徳島県教育委員会人権教育課までお申し込みください。

1　貸出先
　県、市町村･市町村教育委員会、学校、社会教育団体及びその他人権教育課長
が認めた団体･機関等。
2　パネルの内容
（1） 「徳島県人権教育推進方針」周知 （2） 差別落書き防止
（3） 「“ありがとう”を伝えたい『私からの手紙』」作品 （4） 「心あたたまる作品」優秀作品  ショートレターの部・フォトの部
（5） 「ハートtoハート つながるtwoハート」作品 （6） 「心にひびく  とっておきのエピソード」作品

●社会教育における人権教育資料
　PTA等の学習活動や社会教育の場で、人権尊重の理念に対する理解を深めるための資料として、「社
会教育における人権教育資料」のリーフレットを（Ⅶ）まで作成しています。内容については、人権
教育課のホームページで御確認ください。資料はダウンロードもできます。
　また、「社会教育における人権教育資料（Ⅶ）人権尊重のまちづくり　気づき　考え　行動へ」につ
いては、掲示用のイラストマップ（約85㎝×120㎝）も作成しましたので、御活用ください。

問い合わせ先 人権教育課 推進担当　TEL 088-621-3157

平成25年度「“ありがとう”を伝えたい
『私からの手紙』」入賞作品

社会教育における
人権教育資料(Ⅶ)

　徳島県奨学金は、経済的理由により修学が困難な方に、修学の機会を確保し、人材を育成することを目的とし、高校
等に進学する方を金銭面で支えるものです。
　奨学金の返還金においては、滞納が年々増加しており、この回収が県の大きな課題となっています。学校との連携強
化による滞納の未然防止について、次のとおり御協力をお願いいたします。

問い合わせ先 学校政策課  就学支援担当　TEL 088-621-3132

　将来にわたり奨学金事業を安定的に実施していくためには、
財源の確保が重要となります。
　奨学金の財源は、主に卒業した奨学生からの返還金で賄われ
ており、新たな財源として後進の奨学生に引き継がれていきます。
　奨学金は、奨学生本人にとって、安心して学校生活をおくる上
で欠かせないものでありますが、一方で、本人名義の高額な債
務を背負うことにもなります。

　適正に返還されず滞納期間が長期に及ぶ場合は、奨
学金事業の継続かつ安定した運営のため、やむを得ず
裁判所に支払督促を申し立てるなど法的措置を講ずる
場合があります。
　奨学生本人が貸付金を受けたことを十分認識し、特に
返還にあたっては、計画性を持って適正に返還していくこ
との重要性を御指導いただけますようお願いいたします。

○ 返還金は後進の奨学生の貸付の原資に ○ 

徳島県奨学金貸与事業に関するお知らせ

活用ください 人権教育・啓発用パネル及び人権教育資料
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平成27年1月以降の内容一覧
日　　　　時 内　　　　容

1月17日 午　前  9:30～12:00 「パワーポイントを使ってみよう」
午　後 13:30～16:00 「一太郎で学級通信を作ろう」

2月21日 午　前  9:30～12:00 「教職員のためのエクセル入門」
午　後 13:30～16:00 「パワーポイントを使ってみよう」

問い合わせ先

問い合わせ先

教育情報課　TEL 088-672-5064

教職員の学びをサポートします

※詳細やお申し込みについては、http://www.tokushima-ec.ed.jp/ict_support/ict/saturday.html を御覧ください。

　「教職員のためのサタデーパソコン教室」では、毎月第3土曜日に、ICT活用に必要な基礎的・基本的な知識・技能の習得を、講
義と実習を通して支援しており、徳島県立総合教育センターで実施している希望研修では扱っていない、ソフトウェアの基本的な
スキルが身につきます。同じ表題の講座は、各回とも同一の内容ですが、何度受講していただいても構いません。

　学校計画訪問や基本研修での各種指導案、研究大会資料、文部科学省・県指定研究紀要、
実践事例集、事業報告書、教育図書、教育雑誌等を閲覧することができます。
※各種指導案の一覧や教育研究資料の一部は、ホームページから検索することができます。

★利用時間　●月～金曜日 9:00～17:00　●火・金曜日延長  17:00～19:00（要予約）
　　　　　　●第2・4土曜日 9:00～17:00（祝日、公立学校の長期休業日等を除く。） ※土曜日の開館については、お問い合わせください。
★24名まで収容可能な｢カリセン研修室」もあります。放課後の自主的な研究会等に、お気軽に御利用ください。

教職員のためのサタデーパソコン教室［自信のない人でも大丈夫!!］

カリキュラムサポートセンター
各種教育

資料の閲覧

「学習指導案をどう書けばいいかわからない」「少人数での勉強会を開きたいのだがどこかにいい場所はないだろ
うか」「道徳や学級（ホームルーム）活動の授業づくりはどうすればいいのだろう」など、日々の教育活動の中で疑問に
思ったことやわからないことがありましたら、「カリキュラムサポートセンター」を御利用ください。

平成27年1月以降の内容一覧
日　　　　時 校種・教科等 内　　　　容

1月10日 午前  9:30～11:30 小学校・国語 「国語科の授業づくり」
午後 13:30～15:30 全校種・情報教育 「Excelマクロに挑戦しよう」

1月24日 午前  9:30～11:30 中学校・国語 「楽しくて力の付く国語科授業づくり」
午後 13:30～15:30 小中学校・音楽 「楽しくてワクワクする音楽科授業づくり」

2月14日 午前  9:30～11:30 中学校・数学 「数学科の授業づくり」
午後 13:30～15:30 小中学校・社会 「学習内容を構造化した社会科の授業づくり」

2月28日 午前  9:30～11:30 小中学校・特別活動 「小・中学校　特別活動の基礎」
午後 13:30～15:30 全校種・情報教育 「1からはじめるICT」

カリキュラムサポートセンター  TEL 088-672-6412 　　学校経営支援課  TEL 088-672-6420

※詳細やお申し込みについては、http://www.tokushima-ec.ed.jp/index.html を御覧ください。　

　毎月第2・4土曜日に、カリキュラムサポートセンターの施設を活用して、自主参加型の「授業
改善のための土曜セミナー」を開催しています。わかる授業をめざして、当センターの指導主
事と一緒に勉強しませんか。興味・関心のある先生方は、ふるって参加してください。

授業改善のための土曜セミナー［みんなで授業スキルアップをはかろう！！］
土曜

セミナー
の様子


